
学年だより          修学旅行臨時号   １０月２９日 

 

 

 

 

朝起きて外を見ると、雨が降っていてがっかりした。外に出ると思った以上の雨だったから「体験もでき

ないんだろうな。」と思いました。でも学校に着くと、皆がワクワクしていました。その時、「体験できなく

ても皆で楽しまなきゃ」と思い、教室でもずっと皆と話していました。そして、バスの中では、ずっと友達

とおもしろい話をしていました。やはり体験はできず、海中公園やくじら博物館に行きました。そこでは色

んなお土産やイルカショーがあって楽しかったです。旅館では、ご飯はおいしいし、部屋の中でのＵＮＯや

トランプをして、寝る時まで楽しかったです。２日目には、橋杭岩やアドベンチャーワールドに行きました。

アドベンチャーワールドでは、観覧車やジェットコースター等の乗り物ばかり乗って、あまり動物を見ませ

んでした。帰りのバスは静かで、皆疲れているんだと思いました。最後まで楽しい修学旅行で、本当に良か

ったです。                                        男子 

 

１泊２日の修学旅行で私が１番楽しかったのは、ホテルでの自由時間です。部屋のメンバーはグッチーで

決めたので、いつも一緒に行動する子ではなかったけど、お互いの性格を知れたり、今まで以上に仲良くな

れたりすることができたので、グッチーで決めて良かったと思いました。また、一度も話したことがなかっ

た子ともたくさん話せたのもすごく嬉しかったし、楽しかったです。私は水族館が好きなので、串本海中公

園の水槽がきれいで、印象に残っています。お土産屋さんにあった小さい亀のぬいぐるみが可愛くて欲しか

ったけど、無駄遣いになるかもしれないと思って買わなかったのが、唯一後悔していることです。今年の修

学旅行は東京に行けなかったし、雨で潜水艦も那智の滝も行けなかったけど、修学旅行に行けただけで幸せ

だと思います。友達と１泊２日過ごせてすごく楽しかったし、一生の思い出になりました。    女子 

とても良い思い出で、時間があっという間でした。初めはスマホ無しだと心苦しいと思っていたけれど、 

実際行くと、スマホを忘れてしまうくらい楽しくて、持って行ったカメラで十分だと思えるくらいに楽しか

ったです。どんな場所でも、みんなと観光したり友達と話して過ごしたりする方が、スマホを見る時間より

楽しいということを、今回の修学旅行で実感することができました。              女子 

自分たちの年の修学旅行も、コロナの影響で県内になってしまったのはすごく残念だけど、自分なりには

楽しめたと思う。１日目は雨や風があって予定の変更があったけど、初めて行くところだったので、ワクワ

クして楽しかった。バスの中でもＤＶＤを見ながら友達と話して楽しかった。朝は早くから起きて出発した

のに、楽しくて時間が経つのがすごく早く感じた。旅館では、温泉に入れなかったのが心残りだったけれど、

ご飯はおいしかったし、友達と部屋で遊ぶのも楽しかった。旅館でも多少の行動範囲の制限はあったけど、

自分たちの階だけでも楽しかった。ご飯がとてもごちそうだったので、お菓子は余った。２日目のアドベン

チャーワールドに向かっている途中のバスから見る海の景色がとてもきれいだった。アドベンチャーワール

ドでは、行動班と自由行動だったので、とても楽しかった。イルカショーを見ていると、イルカと人が一緒

にパフォーマンスをしているのを見て感動した。２日目は自由行動で楽しかったし、土産も変えたので良か

った。今年の修学旅行は色々と中止になったこともあったけど、思い出も沢山作れたので、３年間の中学校

生活の中で一番印象に残る行事になったと思う。                       男子 

僕は修学旅行に行って、色々なことを知れました。例えば、集団行動です。班の１人が勝手にどこかに行

ってしまうと、班の他の人たちは、予定どおりに行動できず、いなくなった人を探しに行かないといけませ

ん。１人の勝手な行動によって、集団の輪がくずれてしまうということを学ぶことができました。 男子 

 印象に残ったことは、やっぱり雨が降っていたことだ。とても修学旅行とは思えないほど、雨も風も強か

った。くじら博物館のイルカショーの時は、風が強すぎてショーどころではなかった。逆に、あの風の中、

ジャンプできていたイルカが凄いと思う。意外だったことは、ウミガメの大きさだ。学校の机１つくらいの

大きさだと思っていたら、３つくらいの大きさだった。浦島太郎が乗れるのも納得の大きさだった。おもし

ろい出来事は、ホテルの部屋でのことだ。色んなカードゲームをしたのだが、何をしてもおもしろかった。

忘れないと思ったのは、橋杭岩の景色だ。快晴で波が高くて、日光で少しかすんでいるあの景色は、迫力と

自然の神秘的なものを感じとれて、とても良いものだと思った。                女子 

 コロナ禍で東京には行けなかったけれど、県内での修学旅行の予定を立ててくださった先生方に感謝の気

持ちでいっぱいでした。１日目、雨で思うような行動ができなかったけれど、普段深い関わりのないクラス

の友達と話す時間が増え、仲が深まったように感じます。２日目、晴天に恵まれて、アドベンチャーですご

く楽しむことができました。今回の修学旅行で、私はどこに行くのかではなく、誰と行って楽しむか、とい

うことを考えさせられた気がします。「白浜や串本でも楽しかったけれど、東京なら絶対もっと楽しかった」

私にはそんな思いは一切ありません。日々ともに行動する友達、毎日支え合うクラスメイトとなら、どんな

旅行でも楽しいです。たくさん笑って幸せな時間を過ごせたこの２日間は、自分にとって忘れることのでき

ない大切な思い出になりました。また、この修学旅行には多くの人の協力があり、実行できたものでした。

３－５の仲は、修学旅行に行く前と比べたら、大きく成長できたと感じます。          女子 

 潜水艦や那智の滝が中止になって、予定がかなり変更になったけれど、楽しかった。私は、ホテルでの時

間が１番楽しかった。船にはめっちゃ酔ったけど……。ご飯の量がすごく多くて残してしまったけど、どの

料理もすごくおいしかった。しおりを見た時に、ご飯を食べる席が決まっていて残念で、席くらい自由にさ

せてほしいと思ったけど、同じクラスの子と同じテーブルで、めっちゃ仲良いわけではないけど、話して一

緒に食べて、すごく楽しかった。富﨑先生が言っていたように、みんなと仲を深められて良かったなと思い

ました。話したことのない子や、久しぶりに話した子、色んな子と話せたことが、この修学旅行で１番嬉し

かった。コロナで色々なことが制限されて、行き先も和歌山になってしまったけれど、そんな状況だからこ

そ楽しめたこと、嬉しかったことがあって、良かったなと思いました。             女子 


